
第４６回  

平成２９年４月１５日発行 

公益社団法人日本技術士会 ＣＰＤ行事実施報告書 

開 始 日 時 平成２９年４月１５日（土）  １４時００分 

終 了 日 時 平成２９年４月１５日（土）  １７時００分 

名 称 第４６回 CPD モノづくり研修会 

主 催 者 公益社団法人日本技術士会 千葉県支部 

開 催 場 所 千葉市ビジネス支援センター きぼーる 13 階 会議室 １（千葉市中央区中央 4-5-1） 

行 事 内 容 

挨 拶 （主催者側 代表）                                      

講 演 「誰でもできる”トヨタ方式での無駄のとり方”」          

          ―  ”動き”と”働き”の違い ―   (実践訓練含み)  

講師：太田 伸一郎 氏 アクティブビジネス 代表取締役社長  

相談会  太田講師及び日本技術士会千葉県支部所属技術士         

参 加 人 数 45名（内 8名は企業他） 

第４６回 CPD は、モノづくりに関する研修会を行った。 

４月と６月(予定)のシリーズの内、今回は、その第一弾として、トヨタ生産方式の基本思想である

「徹底した無駄の排除」について、本質的な無駄の見付け方を実践訓練も含めて伝授頂いた。分か

っている様で分っていない、やっている様でやれていないトヨタ生産方式の本質を知る良い機会と

なった。 

 まず、ホワイトボードを使いまわして無駄とその排除を簡単な例を取り上げて、参加者と質問、

会話しながらスピーディーに進め、参加者もただ受講するだけでなく全員参加形の研修が始まった。 

参加者が質問し、発言し、手を使いしながら講師の言っていることを体験するという具合だ。 

今日は参加者が CPD を通じて何かをつかんで、いつもより満足げに退出していた。 

             

 

            


